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脳卒中の病態（運動麻痺・運動失調）

運動麻痺

運動失調

図
1つもしくは

上下配列で2つ

・運動を司る神経路が障害されることで

各筋などへ指令の伝達が困難になります。

よって筋肉を上手に収縮することができ

ず、片麻痺(運動麻痺)が生じます。

・これらは障害される部位や程度により

症状の大きさや予後の経過が変化します。

・小脳の病変や感覚神経が障害されると

運動失調が出現する事があります。

身体が震えたり（振戦）、歩く際に

フラフラしてしまう（バランス障害）

などの症状をきたす事があります。

・上記同様、障害される部位や程度に

より症状の大きさや予後の経過が変化

します。


